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す」として、自動車部品業界に課された解決すべき

課題と最新のデンソーの技術開発、多彩な排ガス

制御・交通安全製品・インフラ協調システム等に

ついて講演された。

　多賀教授は「光触媒による生活環境改善」と題し

て、日本発の技術である光触媒が省エネ環境材料

であること、なかでも多賀教授開発の可視光光触

媒が生活環境改善により役立つことを説明した。

「中部地域の持続可能な発展教育」
拠点準備フォーラム

　国連大学は「持続可能な開発のための教育（ESD）

の�0年」をグローバルに実施するため、トロント、

ペナン、ナイロビなど35地域の大学などを地域拠

点として認定している。�2月3日、その準備の一環

として、中部高等学術研究所と共催の名古屋大学

を会場に「中部地域の持続可能な発展教育」拠点準

備フォーラムが開催された。

　飯吉厚夫総長がグローバル化時代の大学の役割

として、中部大学がESD地域拠点として、研究・

教育開発、社会貢献することの意義、抱負を語り、

稲垣隆司愛知県副知事が拠点認定に向けて全面的

に応援したいとあいさつをした。県内の大学教職

員や行政関係者やNGO・NPOの代表など、定員

�00人のところに�5�人の参加があり、終日、真剣

な討論が続き、筆者は、万博後も元気に活躍して

いる市民パワーに圧倒された。

　最後に採択された宣言には、川や海の汚染から

地域のつながりの崩壊、ニートや働きすぎの問題、

移住労働、家族関係の希薄化、いじめや虐待、情

報格差まで様々な問題が挙げられた。大学の役割

として、�.世界と地域を結び、社会に開かれた教育

活動への貢献、2.グローバルな視点での教材づくり

などが提案され、参加者全員で、地域拠点認定に

向けてESD教育活動を発展、展開させていくこと

を宣言した。

　中部大学も地域拠点候補の一つとして、2007年

認定に向けて準備している。

（中部高等学術研究所　国際関係学科　助教授　羽後静子）

中部高等学術研究所共同研究
「はかる―はかりはかられる人と世界」

第 22 回研究会

　��月29日午後3時30分から、大学リサーチセン

ター 2階大会議室で中部高等学術研究所共同研究

「はかる―はかりはかられる人と世界」第22回研究

会を開催した。

　今回は「文明／野蛮をはかる―『バルバリア海賊』

と近代国際政治」と題して桃井治郎中部高等学術研

究所研究員が問題提起を行い、その後に自由討論

が行われた。

第 12 回 FD フォーラム

　��月29日午後4時から52�講義室で、中部大学

FD推進委員会主催の第�2回FDフォーラムが開催

された。テーマは「高大教育連携を考えよう その2 

― 併設校との連携を中心として ―」。
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　山下興亜学長のあいさつに続き、「最近の高校

生像と中部大学第一高等学校の教育課程」をテー

マに、中部大学第一高等学校の須田剛教頭が実情

報告を行った。須田教頭ははじめに、最近の高校

生に関わる報道などを挙げながら学力低下や暴力

の問題に迫り、「子どもたちを育てていくのは教育

の責任。時代の責任ではない」と話した。次に、中

部大学第一高等学校の教育課程を報告。その中で、

大学教育との接続について「さらに連携が深まって

いくことに期待したい」と語った。

　続いて外国語教室主任の野田恵剛教授から「中部

大学における入学直後の語学教育の現状」、大学教

育研究センター副センター長の大門正幸教授から

「各学科等の入学前教育に関するアンケート調査結

果報告」があり、その後参加者による総合討論が行

われた。

大学国際人間学研究所公開講演
「ホロコーストからの生還

―我が母の逃亡譚」

　��月2�日午後6時から名古屋キャンパスで、国

際人間学研究所の公開講演を開催。講師はイレー

ナ・パウエル博士で「ホロコーストからの生還―我

が母の逃亡譚」と題して講演。

　ユダヤ人であった博士の母親はゲットー行きを

拒否して、ポーランドでアリアン人種の側に潜み、

死と背中合わせの環境のなかで暮らす。第2次大戦

が勃発してまもなく博士が誕生。講演の内容は20

世紀のヨーロッパ史に翻弄されたポーランド系ユ

ダヤ人女性（母親）の生き方の紹介であった。ワル

シャワ大学で日本語と英語の言語学研究で2つの博

士号を取得し、現在も研究活動を続けているパウ

エル博士の講演は一語一語確かめるような丁寧な

日本語で行われた。

国際人間学研究所第 2 回公開音楽講座
シューマンの「詩人の恋」を聴く

　�2月7日午後7時から、名古屋・伏見の電気文化

会館ザ・コンサートホールで、国際人間学研究所

第2回公開音楽講座を開催した。今回はシューマン

とハイネ没後�50周年を記念してダニエル・オー

レンシュレーガーのバリトンで聴く歌曲集「詩人の

恋」であった。

　最初に鶴田正道国際関係学部教授からシューマ

ンの「詩人の恋」の詩と音楽についてレクチャーが

あり、続いて歌曲集「詩人の恋」全曲がダニエル・

オーレンシュレーガーのバリトン、マーク・ライ

ベルのピアノで演奏された。演奏終了後、国際人

間学研究所長の長島信弘教授がファシリテイタを

つとめ「歌手と聴衆と音楽」と題してセッションが

行われた。
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